
火災の多くは、普段のちょっとした不注意や火の不始末などから起きています。火災原因から考えられる対策例を参考に、我が家の防火対策としてお役立てください。

１．家のまわりに燃えやすい物を置かない⇒放火対策 
家の周りに新聞紙や雑誌など、燃えやすい物を置いておくと放火の的となることがあり
ますので、気をつけましょう。夜に出した家庭のごみが放火される恐れもありますので、ごみは指定された日の朝に出すようにし、車庫や倉庫、空き家などの戸締りもしっかりとしましょう。

２．寝タバコやタバコの投げ捨てをしない⇒タバコ等の残火対策
タバコは灰皿のある場所で吸うようにし、灰皿には水を入れておくようにしましょう。火のついたタバコの放置や投げ捨ては絶対にしないようにし、その場を離れるときは完全に火を消してからにしましょう。

３．てんぷらを揚げる時はその場を離れない⇒不注意による失火対策
電話や来客などで、その場を離れる時は必ずコンロ等の火を消してからにしましょう。コンロの周囲や上部などに、燃えやすいものを置かないようにしてください。

４．風の強いときはたき火をしない⇒たき火対策
たき火をすることは、関係法律上禁止となっています。やむを得ず行う場合は、燃えやすい物の近くや風の強い日はたき火をしないようにしましょう。たき火をする時は、水を入れたバケツなどを準備するようにし、終わったら残り火がないよう、完全に火を消しましょう。

５．子供にはマッチやライターで遊ばせない⇒火遊び対策
子供はマッチやライターに興味を持っています。目のつくところに置き放しにしないようにしましょう。また日頃から子供に、火の正しい使い方や火の恐ろしさをきちんと教えるようにしてください。

６．電気機器は正しく使い、たこ足配線はしない⇒電気火災対策
コンセントなどのほこりがたまっていると発火する恐れがありますので、こまめにきれいにしておきましょう。また、たこ足配線や、コードをまとめたままの使用は発熱を起こし火災へ繋がる危険性があります。

７．ストーブには燃えやすい物を近づけない⇒ストーブ火災対策
冬時期にストーブ周りに燃えやすいものを置いていませんか？カーテンの配置はもちろん、ストーブの上で洗濯物を乾かす行為も危険ですのでやめてください。また給油を行う際には必ず火を消して行ってください。

高松市消防局管内・火災原因発生状況
近年３年の火災原因（件数）
	区分
	平成２５年
	平成２４年
	平成２３年

	放火
	２０
	１３
	１３

	放火の疑い
	７
	４
	１０

	たばこ
	１９
	２１
	２２

	コンロ
	８
	１２
	１３

	かまど・風呂かまど・炉
	２
	２
	４

	焼却炉
	８
	２
	６

	ストーブ・ボイラー
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	７
	３

	煙突・煙道・排気管
	６
	１
	２

	電気機器・電気装置
	５
	６
	４

	電灯・電話等配線
	２
	７
	３

	配線器具
	３
	４
	４

	火遊び
	６
	５
	２０

	たき火
	５４
	２８
	４７

	マッチ・ライター
	０
	５
	３

	溶断・溶接・衝突の火花
	０
	１
	４

	灯火
	２
	１
	４

	取灰
	２
	２
	３

	火入れ
	４
	１
	４

	その他
	１４
	２１
	２１

	不明・調査中
	７
	１８
	２４

	合計
	１７３
	１６１
	２１４



